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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期

第３四半期連結
累計期間

第65期
第３四半期連結
累計期間

第64期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 16,420,823 18,749,355 22,150,997

経常利益（千円） 1,017,369 1,271,017 1,366,491

四半期（当期）純利益（千円） 621,799 795,112 826,954

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
670,826 931,905 960,582

純資産額（千円） 12,897,002 13,707,806 13,186,757

総資産額（千円） 20,662,297 23,061,876 21,422,430

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
48.43 61.93 64.41

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 62.4 59.4 61.6

　

回次
第64期

第３四半期連結
会計期間

第65期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
15.56 22.77

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

　　　　 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間における、財政状態、経営成績の状況の変動等の詳細につきましては「３ 財政状態、

経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」に記載のとおりです。なお、前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。   

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社および連結子会社）

が判断したものであります。
　
（１）業績の状況　

①業績結果

(a) 売上高

　売上高は、前年同期間比で14.2％増加し、187億4千9百万円となりました。

　当第３四半期連結累計期間における日本経済は、アベノミクス効果からの円高是正・株高により個人消費

や輸出関連をはじめとする企業業績に明るさが出始めました。欧州諸国の財政問題や中国をはじめとした新

興国の成長鈍化による景気の下振れ懸念があるものの、国内製造業の設備投資に回復する動きが見られるな

ど、国内経済は緩やかな回復傾向が続いております。

　このような状況のなか、当社グループは、販売価格の見直し、納期対応、品質を改めると同時に、イン

ターネット経由で24時間・365日お見積り可能な「白銅ネットサービス」の普及と注文機能の追加により、

お客様の利便性の向上を図ってまいりました。

(b) 営業利益

　営業利益は、競争が激化する市場において、販売価格の見直しによる減益要因があったものの、売上高の

増加や経費削減効果等により、12億3千8百万円（前年同期間比22.0％増）と増益となりました。

(c) 経常利益

　経常利益は、為替差損を含む営業外費用の減少および売上高の増加や経費削減効果等が主要因となり、12

億7千1百万円（前年同期間比24.9％増）と増益となりました。　

　以上の結果、四半期純利益は７億9千5百万円（前年同期間比27.9％増）となりました。

　セグメントごとの業績は次のとおりとなります。

　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

　セグメント 　売上高 　営業利益 　経常利益 　四半期純利益

　日本 　18,025百万円 　1,168百万円 　1,209百万円 　733百万円

　中国 　723百万円 　69百万円 　61百万円 　61百万円

②当社を取り巻く環境

　当社グループ業績に影響度の高い半導体製造装置業界および液晶製造装置業界、工作機械業界、事務機器業

界、自動車関連業界では国内設備投資にも前向きな動きが出てきました。なかでも半導体業界は、好調に推移

した自動車向けの電子機器類やスマートフォン、タブレット型端末の世界的な需要拡大により、当第３四半期

以降設備投資に大幅な回復が見られました。

　また、当社グループの売上高のなかで最も品種別売上高比率が高いアルミニウム圧延品の国内メーカーの生

産量は、当第２四半期までは前年対比で減少しておりましたが、当第３四半期に入り増加に転じました。

　一方、原材料市況は、アルミ地金がトン当たり期初の24万円から12月末は24万1千円に、銅地金はトン当た

り期初の73万円から12月末は80万円に、ステンレス鋼板はトン当たり期初の27万5千円から12月末は29万円と

いずれも上昇しました。これら原材料市況は、当社グループの売上高および売上原価等に影響を及ぼすもので

あり、当第３四半期連結累計期間においては、5千6百万円の増益要因となりました。
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（２）経営成績の分析

①売上高

　価格体系の見直し、納期対応、品質を改めると同時に、インターネット経由で24時間・365日お見積り可能

な「白銅ネットサービス」の普及と注文機能の追加により、お客様の利便性の向上を図ってまいりました。そ

の結果、売上高は、187億4千9百万円（前年同期間比で14.2％増）となりました。　

②売上原価および売上総利益

　売上高の増加に伴い、売上原価は前年同期間比で20億1千8百万円の増加となりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における売上総利益は34億4千4百万円（前年同期間比9.9％増）とな

りました。

③販売費及び一般管理費および営業損益

　業務の簡素化、効率化による経費の削減に努めましたが、売上高の増加に伴う運賃の増加等により販売費及

び一般管理費は前年同期間比で8千7百万円の増加となりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における営業利益は12億3千8百万円（前年同期間比22.0％増）となり

ました。

④営業外損益、経常損益および四半期純損益

　為替差損の減少等により、営業外損益は純額で3千2百万円の利益となりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における経常利益は12億7千1百万円（前年同期間比24.9％増）、四半

期純利益は7億9千5百万円（前年同期間比27.9％増）となりました。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。

　

（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループは、非鉄金属素材の販売を中核の事業としていることから、非鉄金属の市況の動向が当社グ

ループの経営成績に重要な影響を与える要因となります。当第３四半期連結累計期間においては、アルミ地金

および銅地金、ステンレス鋼板はいずれも上昇しました。

　また、当社の主要販売分野が半導体製造装置業界および液晶製造装置業界、工作機械業界等であることか

ら、各種業界の設備投資の動向が当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因となります。

　当第３四半期連結累計期間においては、非鉄金属の市況、各種業界の設備投資ともに売上高および利益の増

加要因となりましたが、外部環境のみに頼らない体制を目指し、引き続き販売価格の見直し、納期対応、品質

を改めると同時に、インターネット経由で24時間・365日お見積りおよびご注文可能な「白銅ネットサービ

ス」の普及と機能改善を進めてまいります。

　

（６）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①資金需要

　当社グループの運転資金需要のうち主なものは、販売および在庫のための商品購入ならびに商品の加工費用

のほか、販売費及び一般管理費等であります。販売費及び一般管理費の主なものは、人件費、運賃、業務委託

費等であります。

②財務政策

　当社グループは現在、運転資金については短期借入金により、設備資金については内部留保により調達する

ことを基本としております。また、当社においては、取引銀行３行と貸出コミットメント契約を締結し、機動

的な資金調達を行っております。

　

（７）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社グループは、前期より進めてまいりました、効率的な営業体制の構築による収益力の改善および経費の

削減による競争力の強化、次期主力商品の開発と拡販、海外事業の積極的な展開を通して、今後も安定的かつ

継続的な成長を目指してまいります。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,720,000

計 16,720,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,840,000 12,840,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株　

計 12,840,000 12,840,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日　
－ 12,840,000 － 1,000,000 － 621,397

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　      700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　12,837,400 128,374 －

単元未満株式 普通株式　 　　1,900 － －

発行済株式総数  　　　　12,840,000 － －

総株主の議決権 － 128,374 －

②【自己株式等】

 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

白銅株式会社
東京都千代田区丸の内

二丁目５番２号
700 － 700 0.00

計 － 700 － 700 0.00

（注）当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は、716株となっております。

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,509,335 5,632,366

受取手形及び売掛金 7,167,083 8,196,856

商品及び製品 3,115,497 3,422,994

原材料及び貯蔵品 16,130 16,670

繰延税金資産 44,624 44,903

その他 70,367 46,090

貸倒引当金 △21,728 △23,877

流動資産合計 15,901,310 17,336,004

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,682,397 6,701,623

減価償却累計額 △4,767,541 △4,892,047

建物及び構築物（純額） 1,914,855 1,809,575

機械装置及び運搬具 2,814,270 3,276,781

減価償却累計額 △1,892,727 △2,059,210

機械装置及び運搬具（純額） 921,543 1,217,570

土地 1,856,833 1,898,910

その他 332,266 344,521

減価償却累計額 △302,559 △299,677

その他（純額） 29,707 44,843

有形固定資産合計 4,722,938 4,970,901

無形固定資産 225,496 203,486

投資その他の資産

投資有価証券 371,875 391,020

繰延税金資産 16,298 1,514

その他 184,510 158,949

投資その他の資産合計 572,683 551,484

固定資産合計 5,521,119 5,725,872

資産合計 21,422,430 23,061,876
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,471,225 8,579,576

未払費用 371,351 436,843

未払法人税等 209,350 221,098

役員賞与引当金 21,000 12,829

その他 105,872 74,407

流動負債合計 8,178,799 9,324,755

固定負債

長期預り保証金 12,950 12,350

その他 43,922 16,965

固定負債合計 56,872 29,315

負債合計 8,235,672 9,354,070

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 621,397 621,397

利益剰余金 11,424,535 11,808,791

自己株式 △818 △818

株主資本合計 13,045,115 13,429,370

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 82,767 97,128

為替換算調整勘定 58,875 181,306

その他の包括利益累計額合計 141,642 278,435

純資産合計 13,186,757 13,707,806

負債純資産合計 21,422,430 23,061,876
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 16,420,823 18,749,355

売上原価 13,286,382 15,304,472

売上総利益 3,134,440 3,444,883

販売費及び一般管理費 2,118,995 2,206,130

営業利益 1,015,445 1,238,752

営業外収益

受取利息 2,161 3,097

受取配当金 7,564 8,027

不動産賃貸料 45,900 50,216

その他 3,654 5,174

営業外収益合計 59,280 66,515

営業外費用

支払利息 370 －

不動産賃貸費用 20,254 14,754

支払手数料 1,505 1,356

為替差損 14,972 9,571

固定資産処分損 － 2,365

解約違約金 13,573 －

その他 6,679 6,203

営業外費用合計 57,357 34,251

経常利益 1,017,369 1,271,017

特別損失

投資有価証券評価損 7,916 －

その他 119 －

特別損失合計 8,035 －

税金等調整前四半期純利益 1,009,333 1,271,017

法人税等 387,533 475,904

少数株主損益調整前四半期純利益 621,799 795,112

四半期純利益 621,799 795,112
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 621,799 795,112

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 15,733 14,360

為替換算調整勘定 33,292 122,431

その他の包括利益合計 49,026 136,792

四半期包括利益 670,826 931,905

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 670,826 931,905

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）
　

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定

実効税率を使用する方法により計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、下記のとおりです。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

減価償却費 338,127 千円 338,389 千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月９日

取締役会
普通株式 320,982 25 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

 
Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月10日

取締役会
普通株式 410,857 32 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

（注）平成25年３月期期末配当の内訳　　　　普通配当　27円　　記念配当　5円 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

　 日本　 中国 合計　

　売上高　

（1）外部顧客に対する売上高

（2）セグメント間の内部売上高又は振替

高　

　

15,834,051　

254,121　

　

586,771　

－　

　

16,420,823　

254,121　

計　 16,088,173　 586,771　 16,674,945　

　セグメント利益又は損失（△） 634,224　 △12,539　 621,684　

　　
２. 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差額調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント計 　621,684

　セグメント間取引消去 115

　四半期連結損益計算書の四半期純利益 　621,799

　
３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

　 日本　 中国 合計　

　売上高　

（1）外部顧客に対する売上高

（2）セグメント間の内部売上高又は振替

高　

　

18,025,707　

234,460　

　

723,647　

－　

　

18,749,355　

234,460　

計　 18,260,167　 723,647　 18,983,815　

　セグメント利益 750,801　 61,975　 812,776　

　　
２. 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差額調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント計 　812,776

　セグメント間取引消去 △17,663

　四半期連結損益計算書の四半期純利益 　795,112

　
３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 48円43銭 61円93銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 621,799 795,112

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 621,799 795,112

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,839 12,839

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　

　

２【その他】

　該当事項はありません。　

EDINET提出書類

白銅株式会社(E03332)

四半期報告書

14/16



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　

平成26年２月10日

白銅株式会社

取　締　役　会　御　中

あらた監査法人

　
指定社員
業務執行社員

公認会計士　田邊　晴康　　　　印

　
指定社員
業務執行社員

公認会計士　大橋　佳之　　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている白銅株式会社の

平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平成25年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、白銅株式会社及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　

EDINET提出書類

白銅株式会社(E03332)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

